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月 15日～ 2008年 6月 30日のほぼ 6カ月半であ
る．温度計を設置した地点の概略は以下の通りで
ある．すなわち，集落外北側（地点 1），集落内
























測高度は 0 ～ 20mが 2ｍ間隔，20 ～ 30mが 5 m













































第 4図　2008年 10月 16日（上図）と 17日（下図）
の気温の鉛直プロファイル
実線：地点5の気温，破線：地点1の気温．
第 3図　2008年 2月 17日から 18日の気温の　
時空間分布






2008年 10月 16日（19:30 ～ 22:30），下段が 2008




























ており，風速が 2 ms− 1より強まると徐々に分散
が縮小すると同時に HII値は約 0.3 ℃に収束する
傾向が認められる．









速 1.0 ms− 1 ～ 2.5 ms− 1の範囲に出現している．HII
値の区間平均をみると，風速階級が 0.5 ms− 1 ～
1 .0  ms− 1 から 2 .0  ms− 1 ～  2 .5  ms− 1 の範囲に
HII=0.82 ℃ ～ 1.06 ℃の大きな値が現われている．












ms− 1 ～ 2.5 ms− 1になる過程では，集落の力学的
混合効果が働いて集落の地表付近の気温が相対的
に高まる．この結果、郊外との気温差が大きく













ヒートアイランド強度が 0.5 ℃～1.5 ℃の中程度
の場合を，■は 1.5 ℃以上の強い場合を表す．こ
れによると，風速が約 3 ms− 1以下では逆転強度
の値が分散する一方，約 4 ms− 1以上では逆転層
が消滅し中立状態に近づく特徴が示されている．
もう一つの特徴は，HIIが大きい場合（図中の■）
は，風速 3 ms− 1以下の比較的強い逆転強度の範
囲に現われている．
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